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背　　景
　我々の研究室では、生体活動及びそれを担う生体
分子を検出するために、蛍光タンパク質、生物発光タ
ンパク質を用いて様々なセンサー(指示薬) 及び検出
システムを開発してきました。

概要・特徴
　持ち運び可能な計測デバイスと検出指示薬を組
み合わせて、細胞活動や生体分子を高感度で迅速
に検出可能なシステムを開発しました。

技術内容
A. スマートフォンカメラを用いた検査を実施する
ために、生物発光タンパク質を利用した指示薬
および検出法を開発しました[1-3]。対象とな
る分子の濃度を発光波長の変化、つまり色の変
化により計測します。

　① ビリルビン指示薬「BABI」：新生児黄疸の原因
分子であるビリルビンを検出します。

② トロンビン指示薬「Thrombastor」：血栓症の
原因となりうる血液凝固因子トロンビンの活性を検出します。

　③  Cu2+検出システム「DERK-Cu（II）」：環境水や飲料水の銅イオン（Cu2+）を検出します。
B. 幹細胞の培養評価を目的として、培養中の細胞をリモートでモニタリング可能な細胞撮像装置「INSPCTOR」を
開発しました[4]。分化誘導後に心筋細胞へと分化し拍動する細胞の挙動を観察することに成功しました。

社会への影響・期待される効果
　計測機器のモバイル化は、計測作業の汎用性を高めるとともに、様々な利用場面を想定した計測の多様化を可能に
し、誰もが気軽に検査ができる社会の実現に貢献します。また、通信機能と組み合わせることで、検査結果を医療機
関へ送り診断を仰ぐ、といった新たな在宅医療の形が期待されます。

▼

モバイルデバイスを利用した計測法の開発
Development investigation system by mobile device
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